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The Internet Addiction and Life Satisfaction among 
Schoolchildren: 







The word “Internet addiction” has become quite common among Japanese people. This paper attempts to 
identify the rate of the high-risk group of this “disease” among schoolchildren, to find out the distribution of 
them and what kind of net services they incline to use on a survey we executed in primary and junior-high 
schools in Maebashi city, Gunma prefecture, Japan. 
The result tells us that 7.9% of 5-6 grade primary schoolchildren and 6.8% of junior-high schoolchildren are 
regarded as belonging to the high risk group. According to our regression analysis, movie sites are the most 
influential among several online services for the “addiction score” we set on our questionnaire. We also find out 













































































は市内全ての学校（小学校 47校，中学校 21校）から各学年 1クラスずつ（中学校は 2クラスの場合
もある）を抽出してもらったものである。どのクラスを抽出するかは各学校に任せてある。調査方法
は質問紙法で，生徒には紙に印刷した質問項目について授業中に回答してもらった。有効回答数は，
小学生 2,562（回収率 98.6％），中学生 3,495（同 96.7％）である。各学年について標本誤差 5％，信頼
度 99％を満たすサイズとなっている。 
なお，同様の調査を 2016 年にも実施しており，適宜比較に用いている箇所がある。2016 年調査の
有効回答数は小学生 2,682（回収率 98.0％），中学生 2,448（同 97.0％）である。 
生徒たちが自分専用として使っている機器をあげてもらったところ，図 1のような結果になった。 





図 1 自分専用として使っている機器 
 












前回の調査（前橋市, 2016; 伊藤, 2017）では，Kimberly Youngが開発したインターネット依存度テ





3. 1. ネット依存の測定と性別・学年別の状況 
これらの結果から，性別・学年別の依存度を集計したのが，次の図 2・図 3である（6）。 
2013 年 8 月に発表された厚生労働省の公募研究班の調査においては中高生の 8.1％がネット依存の
危険がある「病的な使用」とされていたが（『日本経済新聞』2013年 8月 2日他），本調査での高リス 
 
p＜0.01 
図 2 学年別依存状況（男子） 






図 3 学年別依存状況（女子） 
 
ク使用者は全体で 7.3％，性別では男子 8.7％，女子 5.8％が該当する。これを学年別に集計すると小学
5年生（n=1,215）で 8.6%，6年生（n=1,347）で 7.1%，中学 1年生（n=1,122）で 5.7%，中学 2年生（n=1,165）
で 7.6%，中学 3年生（n=1,208）で 7.5%となり，小学校 5年生がもっとも高リスク群が多いが，学年














の調査では，通話，メール，ゲームアプリ，動画サイト，LINE（1対 1），LINE（グループ）の 6つ 
 

















指摘するようになっているが（遠藤, 2016; 掛札, 2016; 伊藤, 2016, 2017），今回のデータでも同様に確
認できた。 
一般的な傾向として，高校生になるとスマートフォンの利用率がほぼ 100％近くなり，学級単位で 






































































リ，動画サイト，LINE（グループ）が有意となったものの，1対 1での LINE や通話やメールは有意
にならなかった（表 1）。 














































































みる」が圧倒的に多い（有効回答 644中の 43.5％）。 
（2）2016年調査と 2017年調査でクロス表をつくりX2検定を行うと 1％水準で有意である。 
（3）保護者等が機種変更をした際に，以前使っていたスマートフォンを子どもに使わせるケースが多
いと思われる。 






























①高リスク使用者：〔中学生〕合計得点が 44点以上，あるいはA要因 15点以上，B要因 13点以
上，C 要因 14点以上のすべてに該当する場合，〔小学生〕合計得点が 42点以上，あるいは A 要因
14点以上，B要因 13点以上，C要因 13点以上のすべてに該当する場合。 
②潜在的リスク使用者：〔中学生〕合計得点が 41～43 点，あるいは，要因別得点が A 要因 14点
以上，B 要因 12 点以上，C 要因 12 点以上のいずれかに該当する場合，〔小学生〕合計得点が 39～
41点，あるいは，A 要因 13 点以上，B 要因 12点以上，C 要因 12点以上のいずれかに該当する場
合。 
③一般的使用者：〔中学生〕総得点が 40点以下で，要因別得点がA要因 13点以下，B要因 11点
以下，C要因 11点以下である場合，〔小学生〕総得点が 38点以下で，要因別得点がA要因 12点以
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